
事業概略書 

事 業 名 安心して働くための支援のあり方調査事業 ～当事者の視点から～ 

事 業 目 的 

さまざまな不安や危機感をもちながら働いている実態について、支

援者側の視点ではなく本人たちの視点を中心にすえた調査を実施し

障害のある人たち本人の声を聞きとり、その結果をふまえ、安心して

働くために必要な支援のあり方を考える。安心して働き、また長年にわ

たり働き続け、働きを終えた後も社会から排除されることなく、社会の一

員として生活を送るためにどのような支援が必要であるのかについて、

実践現場を訪問し、当事者の視点を基本におきながら、安心して働き、

暮らすための地域の仕組みについて考える。 

事 業 概 要 

障害のある人たちが働くための施策は、労働・福祉・教育分野の連携

のもと、さまざまなニーズに対応し、多岐にわたり用意されているが、当

事者の視点から安心して働くためにはどのような支えが必要であるのか

について下記の調査を実施した。 

① 働いている本人向けの調査及び調査結果をふまえた座談会を実

施 

② 地域において働くことを支援する中心的な役割を担っている障害

者就業・生活支援センターに対し、離職の危機に対しどのような

支援を行ったかについての調査を実施 

③ 生涯に安心して働き、暮らすための仕組みづくりを考えるにあたり

実践現場を訪問し、座談会を実施 

事業実施結果 

及び効果 

今回の事業において主に知的障害のある人たちを対象に、安心して

働き続けることに関する調査を実施し、従来、支援者の視点では、

安心して働くことは制度や支援者が支えるものと考えがちである

が、本人の視点では、家族や友人（仲間）、趣味や夢、などがキー

ワードになっており、支援者側の思いと多少のずれがあるという結

果が出ており、本人たちの声を聞くことや本人の視点を基本におい

た就労支援や生活支援のあり方を考えるヒントを得られた。 

事 業 主 体 

ＮＰＯ法人 全国就業支援ネットワーク

〒５４７－００２６ 

 大阪府大阪市平野喜連西６－２－５５ 

大阪市職業リハビリテーションセンター内 

TEL：０６－６７０４－７２０１ E-MAIL：info@sien-nw.jp  

 


